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議会だより議会だより

6月28、29日　保育所
お泊まり保育実施

6月28、29日　保育所
お泊まり保育実施

寝る前に歯みがき上手に
できたかな。



て
ど
の
程
度
の
効
力
が
あ
り

ま
す
か
。

教
育
長

全
国
的
規
模
で
は

非
常
に
効
果
が
少
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。現
状
、国
の

基
準
は
１
学
級
最
大
40
人
が

基
本
な
の
で
す
が
、
都
道
府

県
で
は
35
人
以
下
学
級
を
進

め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は

文
部
科
学
省
で
も
少
人
数
学

級
の
方
向
性
で
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

参
考
ま
で
に
、
県
下
の
公

立
小
中
学
校
数
は
平
成
22
年

度
２
８
７
校
、
23
年
度
２
７

６
校
、
24
年
度
２
７
１
校
で

学
級
数
も
減
少
傾
向
で
す
。

小
中
学
校
の
教
員
数
は
22
年

度
が
合
計
５
千
86
名
、
そ
れ

か
ら
23
年
度
は
４
千
９
９
４

名
、
24
年
度
は
５
千
１
０
２

名
と
い
う
こ
と
で
、
５
千
名

か
ら
５
千
１
０
０
名
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
工
事
手
法
の

検
証
と
活
用
を

問

民
間
の
活
力
の
導
入
と

い
う
こ
と
で
リ
ー
ス
方
式︵
注

１
参
照
︶
と
い
っ
た
も
の
を

今
後
、
検
討
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

条
例
の
件
で
す
が
、
生
活
の

適
正
等
を
加
味
し
た
ら
と
い

っ
た
ご
意
見
な
の
で
す
が
、

こ
の
条
例
に
関
し
て
は
実
際

に
建
物
が
建
つ
際
、
平
成
26

年
３
月
定
例
町
議
会
に
全
部

を
改
正
す
る
よ
う
な
条
例
を

出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
う

い
っ
た
部
分
も
管
理
条
例
に

明
記
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

少
子
化
に
よ
る
公
立
小

中
学
校
学
級
数
減
に
よ
る
教

職
員
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、将

来
的
に
は
教
員
住
宅
が
要
ら

な
く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
文
部
科
学
省
の
資
料

に
よ
る
と
平
成
25
年
度
に
つ

い
て
は
１
千
４
０
０
人
の
加

配
定
数
増
と
い
う
こ
と
で
す

け
れ
ど
も
、
教
員
増
に
対
し

­２­

平
成
25
年
６
月
定
例
会
・
総
務
常
任
委
員
会
審
査

教員住宅建設予定地

6月定例会は平成25年６
月14日に招集され、同日に本
会議、この後会期中に総務常
任委員会審査会、本会議が開
催され、８日間の会期をもっ
て、21日に閉会いたしまし
た。町執行部より専決処分３
件、条例１件、補正予算１件、
計５件が提案され、全ての議
案が、いずれも原案のとおり
可決・承認されました。

教
育
次
長

リ
ー
ス
方
式
だ

け
で
な
く
公
共
事
業
に
つ
い

て
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト︵
注
２
参
照
︶手
法
を

基
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
リ
ー
ス
方
式
は
予
算

の
平
準
化
と
建
設
年
度
の
単

年
度
の
事
業
費
が
か
か
ら
な

い
と
い
っ
た
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
で
実

施
さ
れ
た
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
と
に
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

意
見

教
員
住
宅
建
設
で
採

用
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド

方
式︵
注
３
参
照
︶は
工
事
施

工
監
理
が
建
設
業
者
と
分
離

さ
れ
て
お
ら
ず
、
透
明
性
に

問
題
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
考

え
て
運
用
を
し
て
ほ
し
い
。

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

26
年
度
よ
り
新
方
式
へ

問

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、

実
行
委
員
会
が
住
民
に
寄
付

を
募
っ
て
町
補
助
金
３
５
０

万
円
を
超
え
た
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
花
火

経
費
な
ど
、
事
業
が
縮
小
さ

れ
る
の
で
す
か
。

教
育
次
長

夏
祭
り
実
行
委

員
会
は
、
平
成
25
年
６
月
11

6 月定例会6 月定例会6 月定例会6 月定例会
来
年
３
月
完
成
に
向
け
教

員
住
宅
建
設
予
算
を
計
上

問

教
員
住
宅
の
建
設
予
定

地
の
地
盤
が
緩
い
の
で
は
。

総
務
課
長

今
回
の
事
業
で

地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

た
だ
し
、
既
存
の
建
物
が
建

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
地
質

調
査
を
し
て
も
大
き
な
基
礎

工
事
等
は
い
ら
な
い
と
想
定

し
て
お
り
ま
す
。

問

教
員
と
い
え
ど
も
生
活

の
適
正
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。地
域
社
会
へ
の
適
正
、

そ
の
よ
う
な
項
目
を
入
居
条

件
に
入
れ
ら
れ
ま
す
か
。

教
育
次
長

教
員
住
宅
管
理

一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
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法
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、26
年
度
以
降
、新
し
い
方

向
を
検
討
す
る
の
で
す
か
。

町
長

夏
祭
り
に
つ
い
て
は
、

大
勢
の
方
に
効
果
が
得
ら
れ

る
祭
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
け
る
と
と
も
に
、
今

後
、
町
民
総
合
調
整
審
議
会

に
お
い
て
、
来
年
か
ら
の
夏

祭
り
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
ご

意
見
を
伺
っ
て
ま
と
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
総
合
調
整
審
議
会

５
月
よ
り
活
動
を
開
始

問

平
成
25
年
５
月
30
日
に

第
１
回
目
の
町
民
総
合
調
整

審
議
会
を
開
催
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
会
議
の
場
で

資
料
を
配
ら
れ
、
事
前
に
読

み
解
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

総
務
課
長

次
回
か
ら
は
２

日
前
ま
で
に
は
必
ず
事
前
配

布
す
る
と
い
う
事
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

問

今
回
の
補
正
予
算
に
婦

人
会
へ
の
補
助
金
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
の
は
。

町
長

婦
人
会
か
ら
補
助
金

申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、

う
別
会
計
で
、
夏
祭
り
実
行

委
員
会
が
90
万
円
を
保
管
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は

そ
こ
か
ら
花
火
等
へ
の
費
用

を
補
て
ん
し
て
い
た
だ
く
と

の
こ
と
で
す
。

問

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、

今
年
度
は
町
が
直
接
行
う
方

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
町

民
皆
様
へ
の
周
知
期
間
が
必

要
と
考
え
、
保
留
に
し
て
い

ま
す
。た
だ
し
、日
赤
奉
仕
団

関
係
の
仕
事
も
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
、
事
務
局
を
福
祉

保
健
課
へ
設
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

住
民
活
動
団
体
に
対
し
て

は
、
地
域
貢
献
的
な
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

意
見

婦
人
会
に
対
し
て
は

早
い
機
会
に
支
援
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

事
務
局
長

西
桂
町
テ
レ
ビ

視
聴
組
合
を
通
じ
テ
レ
ビ
放

映
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上

し
ま
し
た
。
放
送
一
式
６
日

分
で
、取
材
、収
録
機
材
の
搬

入
、
ビ
デ
オ
編
集
費
が
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

議
長

24
年
度
実
績
は
県
下

町
村
議
会
で
放
映
実
施
は
、

市
川
三
郷
町
、身
延
町
、忍
野

村
、
富
士
河
口
湖
町
の
４
町

村
で
す
。
25
年
度
は
本
会
議

の
一
般
質
問
、
町
長
答
弁
な

ど
を
行
い
、
次
年
度
以
降
に

委
員
会
等
も
放
映
し
た
方
が

良
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

放
映
に
あ
た
り
細
か

い
編
集
作
業
が
あ
り
ま
す
の

で
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会

に
お
願
い
し
た
い
。

日
に
委
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
、
正
式
に

解
散
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
花
火
代
支

出
２
４
０
万
円
で
町
の
補
助

金
１
９
０
万
円
、
夏
祭
り
実

行
委
員
会
寄
付
が
50
万
円
で

し
た
。
夏
祭
り
協
賛
金
と
い

議
場
へ
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
入
れ
る
こ
と
を
決
定

６月定例会・補正予算

６月定例会・条例制定改正等 賛成全員

承認第１号 専決処分事項の報告について（西桂町税条例の一部改正について）関
係法律が平成２５年３月３０日に公布されたことにより、所要の改正を
行った。

承認第２号 専決処分事項の報告について（西桂町国民健康保険税条例の一部改正
について）関係法律が平成２５年３月３０日に公布されたことによ
り、所要の改正を行った。

議案第32号 西桂町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 関係法律
が平成２４年５月１１日に公布されたことにより、新型インフルエンザ
等対策本部に関し必要な事項について、新たに条例を定める。

補 正 額 補正後の予算総額会    計
平成25年度一般会計第１号

平成24年度一般会計第９号

７千６５６万円
８千０００万円

１９億４千６７６万円
１９億８千７２７万円

賛成全員

５
月
23
日
臨
時
全
員
協
議
会
協
議
結
果

注１ リース方式
民間活力を導入し、整備した施設をリースで利用する仕組み 
注２ ファシリティマネジメント
設備や資源、物理的空間などを最も合理的・効率的に管理・
運営する方法
注３ デザインビルド方式
与えられた条件や仕様の下、実施設計と施工を一括で発注す
る仕組み
※詳細は６、７ページに掲載されています。
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平
成
25
年
６
月
定
例
会
・
本
会
議

平
成
25
年
度
の
各
種
の
事

務
事
業
の
２
ヶ
月
間
の
状
況

を
説
明
し
ま
す
。

参
画
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

﹁
西
桂
町
民
総
合
調
整
審

議
会
﹂は
、公
募
者
、各
種
団

体
、
学
識
経
験
者
か
ら
選
考

し
、
５
月
30
日
19
名
の
方
々

に
対
し
委
嘱
状
の
交
付
を
行

い
、
第
１
回
審
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

﹁
西
桂
町
協
働
事
業
提
案

制
度
﹂は
、本
年
６
月
中
に
実

施
要
綱
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
に
よ
り

周
知
を
行
い
、
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

﹁
町
長
と
語
る
会
﹂は
、現

在
ま
で
に
３
グ
ル
ー
プ
と
行

い
、
主
に
町
政
全
般
に
関
す

る
ご
提
言
等
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
防
災
の
推
進

災
害
時
に
地
域
住
民
の
自

助
・
共
助
に
つ
い
て
、
専
門

的
な
立
場
で
ご
活
躍
い
た
だ

く
防
災
士
に
つ
い
て
は
、
各

区
と
調
整
し
人
選
を
行
っ
て

お
り
、
早
期
の
認
定
研
修
へ

の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

災
害
用
品
の
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
納
入
業
者
の
選
定
に

入
っ
て
お
り
、
決
定
次
第
発

注
し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
の

購
入
は
、
国
庫
補
助
事
業
と

決
定
さ
れ
、
８
月
頃
に
各
区

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
配
布

し
ま
す
。

防
犯
活
動
の
推
進

防
犯
灯
・
街
路
灯
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
各
区
か
ら

の
要
望
を
受
け
町
内
11
ヶ
所

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
工
事

を
発
注
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
事
業
の
推
進

中
国
桂
林
市
霊
川
県
と
の

友
好
都
市
交
流
事
業
は
、
関

係
者
と
調
整
す
る
中
で
５
月

初
旬
に
本
年
度
の
訪
中
は
見

送
る
旨
の
﹁
親
書
﹂
を
送
付

し
、
中
国
側
の
返
事
を
待
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
健
・
医
療
の
充
実

本
年
の
﹁
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
﹂の
流
行
は
、過
去
に

定
期
予
防
接
種
の
機
会
が
な

か
っ
た
世
代
を
含
む
20
代
か

ら
40
代
の
男
性
を
中
心
に
起

こ
っ
て
お
り
、
妊
婦
の
夫
世

代
に
相
当
し
ま
す
。

す
で
に
、
近
隣
市
町
村
で

は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
半
額

教
員
住
宅
は
来
年
３
月
ま
で
に
建
設

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
は
平
成
26
年
度
に
整
備
予
定

開途橋に設置された三ツ峠の看板

小林町長
行政報告
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助
成
予
防
接
種
を
実
施
し
て

お
り
、当
町
に
お
い
て
も
、大

人
の
風
し
ん
の
感
染
防
止
の

た
め
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
費

用
の
半
額
に
当
た
る
５
千
円

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

観
光
の
振
興

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登

録
後
、
三
ツ
峠
が
そ
の
影
響

に
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
三
ツ
峠

に
関
し
町
内
者
の
作
品
を
活

用
し
新
た
な
看
板
を
役
場
付

近
と
開
途
橋
の
２
か
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

倉
見
山
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
群

生
地
の
株
数
を
増
や
す
取
り

組
み
も
今
年
で
５
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
本
年
５
月
中
の

株
数
は
概
ね
３
千
株
で
、
昨

年
に
比
べ
１
千
株
ほ
ど
増
殖

し
て
お
り
ま
す
。

６
月
４
日
、
三
ツ
峠
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
外
壁
に
看
板

を
設
置
し
、
サ
ロ
ン
の
施
設

内
に﹁
ま
ち
か
ど
案
内
所
﹂を

開
設
し
ま
し
た
。
運
営
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

来
町
者
の
利
便
性
を
図
る
こ

と
は
元
よ
り
、
町
民
と
来
町

者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
町

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

道
路
及
び

橋
り
ょ
う
の
整
備

町
道
三
ッ
峠
線
の
開
途
橋

長
寿
命
化
は
、耐
震
補
強
、補

修
設
計
書
に
よ
り
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
と
協
議
を
進
め

て
お
り
、
協
議
終
了
後
工
事

発
注
し
ま
す
。

今
年
度
の
県
道
富
士
吉
田

西
桂
線
の
整
備
事
業
は
、
浅

間
団
地
入
口
か
ら
富
士
吉
田

方
面
の
本
線
工
事
に
着
手
し
、

倉
見
地
内
及
び
上
町
地
内
予

定
地
の
用
地
買
収
を
進
め
る

と
の
こ
と
で
す
。﹁
仮
称
富
士

吉
田
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
﹂は
、本
年
度
内
を

め
ど
に
用
地
買
収
を
終
わ
ら

せ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

学
校
教
育
施
設
の

整
備
・
充
実

教
員
住
宅
改
築
事
業
は
、

概
ね
調
整
が
図
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
従
来
型
の
公
共
施
設

整
備
手
法
に
よ
ら
な
い
費
用

対
効
果
を
重
視
し
た
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
重

点
を
置
く
中
で
、
デ
ザ
イ
ン

ビ
ル
ド
方
式
︵
７
ペ
ー
ジ
参

照
︶に
よ
り
、来
年
３
月
末
の

教
職
員
配
置
替
え
ま
で
に
建

設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
に
隣
接
す
る
地
に
教

員
住
宅
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所

運
営
に
関
し
て
入
居
さ
れ
る

教
職
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

平
成
26
年
度
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の

再
整
備
事
業
に
あ
た
り
、
老

朽
化
し
た
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
整

備
検
討
に
つ
い
て
は
、現
在
、

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に

﹁
西
桂
町
民
総
合
調
整
審
議

会
﹂
に
諮
っ
て
事
務
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
。

補正予算の主な内容
○歳入 公共施設整備基金繰入金２千万円増額、繰越金２千４６１

万円増額、コミュニティ助成事業助成金１９０万円増額、
教員住宅整備事業債３千万円増額

○歳出 議会広報経費（テレビ放映費用）６２万円増額、各区運営
経費１９３万円増額、放課後児童健全育成経費（臨時職員
賃金）１８５万円増額、予防接種経費８１万円増額、施設
管理経費（教員住宅建設関連費用）７千６１万円増額、ふ
るさと夏まつり補助金３５０万円減額、ふるさと夏まつり
開催経費３５０万円増額

平成25年度一般会計補正予算
（第１号）

平成24年度一般会計補正予算
（第９号）

○歳入 町民税１千５４２万円増額、地方消費税交付金３３２万円
増額、地方交付税５千８２４万円増額、国庫補助金２４０
万円増額

○歳出 基金運用経費（公共施設整備基金積立金）８千万円増額

平成26年度に整備予定のＹＬＯ会館の現況
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平
成
25
年
５
月
23
日
、６
月
７
日
建
設
文
教
委
員
会
事
務
調
査

訓
練
に
至
り
、
全
て
経
営
感

覚
を
取
り
入
れ
た
方
式
で
事

務
を
執
行
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
の
当
初
は
地
域
が
孤

立
し
て
い
る
状
況
で
、
公
的

機
関
、例
え
ば
役
場
、県
、国

の
支
援
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
非
常
に
困
難
な
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

中
で
学
校
は
普
段
で
も
地
域

の
拠
点
で
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を

ふ
ま
え
て
、
災
害
時
に
お
い

て
は
避
難
所
と
い
う
形
で
災

害
の
拠
点
と
な
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。

教
員
は
学
校
内
の
こ
と
を

一
番
よ
く
知
っ
て
い
て
集
団

を
扱
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま

す
。
教
員
が
学
校
と
い
う
避

難
所
の
運
営
に
対
応
す
る
こ

と
が
適
切
で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
校
長
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
重
要
性
が
問
わ
れ
る
中

で
避
難
所
を
運
営
し
、
さ
ら

に
子
供
の
精
神
的
ケ
ア
に
つ

い
て
も
養
護
教
員
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
の

結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
発

災
後
、
二
日
後
と
か
一
段
落

し
た
後
に
教
員
か
ら
住
民
組

織
へ
避
難
所
運
営
の
責
務
を

移
し
て
い
っ
た
状
況
で
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
視
点
か
ら
、
西
桂
町

に
お
い
て
は
小
学
校
の
す
ぐ

そ
ば
に
教
員
住
宅
が
あ
る
こ

と
は
、
災
害
時
の
対
応
と
避

難
所
の
運
営
に
関
し
、
教
員

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
意
味
で
は
非
常
に
効
果
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、さ
ら
に
、建
設
に
あ
た
っ

て
は
最
小
の
コ
ス
ト
、
管
理

運
営
に
つ
い
て
も
最
小
の
費

用
で
行
え
る
よ
う
な
形
で
取

り
組
み
、
い
ろ
ん
な
建
設
業

者
が
参
入
で
き
る
形
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
概
要
説
明

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
設

計
施
工
一
括
事
業
、
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
方
式
を
採
用
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
与
え
ら

れ
た
条
件
や
仕
様
の
も
と
で

実
施
設
計
と
施
工
を
一
括
で

発
注
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
と
い
た
し
ま
し

て
は
設
計
施
工
一
括
発
注
で

お
こ
な
い
、
国
の
基
準
に
課

せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
経
費

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能
、

町
長
概
要
説
明

建
設
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
に
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
を
採
用
し
、

経
費
コ
ス
ト
等
を
明
確
化

し
、
必
要
性
等
に
基
づ
い
て

判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

単
に
建
物
を
建
て
る
と
か
の

問
題
ば
か
り
で
は
な
く
、
例

え
ば
窓
口
体
制
の
在
り
方
と

か
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

と
か
、防
災
対
策
と
か
、防
災

工
期
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
こ

と
で
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
設

計
施
工
を
一
括
発
注
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
監
理
業
務
が

あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
部
材
が

設
計
の
仕
様
に
合
っ
て
い
る

か
、工
事
内
容
が
設
計
と
同
じ

か
、
発
注
者
に
は
解
ら
な
い

と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

本件については、事業の必要性と財政措置につ
いて、新しい計画が用意されていることを確認しま
した。建設にあたって採用される新しい方式につい
て説明が不十分であるとの意見があり、6月定例会
での審議の中で、事務調査で指摘された事項の説明
をお願いするものであります。

教員住宅建設の基本方針と必要性
１．建設の基本方針
●ファシリティマネジメント（設備や資源、物理的空間などを最も合理的・効率的に管理・運営す
る方法）に重点を置く中で施設を経営資源としてとらえ、時代の変化に対応できる建物を建設する。
●従来型の公共施設整備手法によらずに、家賃収入や入居者の税収コスト、将来の利用見通しなど
の経営判断・費用対効果を重視した整備手法により建設する。

２.教員住宅の必要性・意義
●教職員が遠方から通勤する負担をなくし、教育活動に集中できる環境をサポートすることによ
り、本町における教育水準の向上・町の特色ある学校づくり・重点教育目標の達成に役立つ。
●教員住宅があることにより、本町の学校を希望する教職員が増加することで、優秀な人材の確保
と円滑な人事配置の実現が図れる。

●夜間・休日や大雪、地震等、災害時・緊急時に迅速な対応をとることができる。
●教職員が町内に暮らすことで児童生徒や保護者が安全・安心感を享受できる。
●町内に暮らし、土日、祭日等の町行事への参加等、地域住民との連携を密にすることで、良好な
学校運営を行う。
●町内に居住することにより、防災拠点としての学校の役割が向上するとともに、教職員が災害発
生時の中心的役割を担える。

調査事項：教員住宅建設計画の内容は

調査結果：平成 26年３月までに完成させる
事業であることを確認
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主
な
質
疑
・
意
見

問

町
民
よ
り
﹁
８
名
の
た

め
に
１
億
円
近
い
お
金
を
使

っ
て
教
職
員
が
過
保
護
に
な

っ
て
い
る
﹂
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。
民
間
ア
パ
ー
ト
の

借
り
上
げ
と
か
、
空
き
家
対

策
と
か
、
違
う
方
法
は
。

答

建
物
の
リ
ー
ス
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
リ
ー
ス
料

の
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
空

き
家
は
古
い
建
物
が
多
く
、

耐
震
化
工
事
を
行
わ
な
け
れ

ば
住
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式

は
設
計
、
施
工
が
一
緒
で
あ

り
、
請
負
会
社
が
工
事
途
中

ま
で
行
っ
て
、
も
う
か
ら
な

い
か
ら
図
面
と
違
う
工
事
を

行
う
、
材
料
を
安
い
も
の
に

か
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

答

当
町
が
計
画
し
て
い
る

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
は
、

粗
悪
工
事
を
行
う
恐
れ
に
対

し
て
、
設
計
施
工
監
理
委
託

費
用
を
計
上
し
、
施
工
業
者

と
は
別
の
業
者
に
工
事
の
監

理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

公共施設整備チャート（仮称）西桂町教員住宅整備事業

比較対象外

従来型単独事業方式
として比較対象とする。

事業費が確保できれば、
用途・規模的に適当。
デザインビルド方式と
して比較対象とする。

多くの関連企業体によ
る構成が必要な大規模
施設に向いた方式のた
め、不適当。

収支計画、整備条件に
見合えば適当。
リース方式として比較
対象とする。

限られた国庫補助事業のメニューに合致する事業
であるか？

複合用途や難易度が高い特殊構造・仕様などオー
ダー設計が必要な規模、用途の建物であるか？

特徴
・デザインビルダーのノウハウを活かし、コスト
ダウンと工期縮減を図れる。
・関連部局が少なく、設計要求内容、水準がシン
プルで総合的なデザインを要しない規模・用途
の建物に向く。

特徴
・公共施設等の整備・維持管理・運営など、公共
サービス提供に民間の資金や経営能力、技術を
活用する事業手法。
・公募提案する共同企業体の構成員でSPC（特別
目的会社）を設立し、設計や建設、維持管理、運
営の各業務を各構成員に発注して事業を推進する。

特徴
・民間の資金とノウハウを活用したシンプルな仕
組みの賃貸借契約で、年度予算の低減と平準化、
事務の効率化、事業開始のスピード化が図れる。
・性能発注のため、設計段階からの創意工夫でラ
イフサイクルコストの縮減が図れる。

国庫補助事業

自治体単独事業

デザインビルド方式
与えられた条件や仕様

の下、実施設計と施工を
一括で発注する仕組み

PFI方式
公共施設等の整備・維
持管理・運営などの提供
に、民間の資金とノウハ
ウを活用する事業手法

リース方式
民間活力を導入して整
備した施設をリースで利
用する仕組み

従来型
公共事業

設計施工
一括事業

民間資金
活用事業

公共施設整備

建
設
後
の
教
員
住
宅
は
25
年

後
に
使
用
方
法
を
再
検
討

問

耐
用
年
数
が
概
ね
25
年

に
設
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ら
50

年
位
、
木
造
だ
っ
た
ら
40
年

位
の
耐
用
年
数
だ
と
思
う
の

で
す
。な
ぜ
、短
い
耐
用
年
数
が

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

答

今
回
の
事
業
で
は
木
造

も
し
く
は
軽
量
鉄
骨
を
予
定

し
て
お
り
、実
際
に
は
40
年
、

あ
る
い
は
50
年
間
は
維
持
で

き
る
の
で
す
が
、基
本
方
針
と

し
て
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
建
物
と
し
25
年
後
に
は

事
業
の
見
直
し
が
あ
る
だ
ろ

う
と
想
定
し
設
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
25
年
間
、
教
員
住
宅

と
し
て
利
用
で
き
る
建
物
だ

と
解
釈
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

現
状
の
建
設
予
定
地
は

地
元
の
方
に
聞
く
と
地
盤
が

緩
い
と
か
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
と
か
を
耳
に
し
て
い
ま
す
。

あ
え
て
そ
の
場
所
に
建
設
し

な
い
で
、
柿
園
の
町
有
地
な

ら
ば
日
当
た
り
が
良
く
、
広

く
、環
境
、交
通
の
便
も
良
い

の
で
検
討
さ
れ
た
方
が
よ
ろ

し
い
の
で
は
。

答

建
設
予
定
地
の
地
盤
に

つ
い
て
は
今
ま
で
建
っ
て
い

た
建
物
の
重
量
を
支
え
て
い

た
と
い
う
こ
と
と
、
擁
壁

�
�
�
�

側

は
こ
こ
で
補
強
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
問
題
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
現
地
に
は
浄

化
槽
が
入
っ
て
お
り
利
用
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
防
災
の
拠
点
で
あ

る
学
校
の
近
く
に
あ
っ
た
方

が
良
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
の
で
、
現
在
の
土
地
に
建

設
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

意
見

国
中
地
方
か
ら
赴
任

さ
れ
る
教
員
数
の
動
向
が
教

員
住
宅
管
理
に
影
響
を
あ
た

え
ま
す
。
国
が
教
員
を
減
ら

さ
な
い
方
向
で
あ
る
と
す
れ

ば
根
拠
と
な
る
資
料
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
員
住
宅
入
居
者
の
選
考

方
法
で
す
が
、
透
明
性
を
確

保
し
、
誰
に
き
か
せ
て
も
納

得
で
き
る
選
考
方
法
を
明
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
の

採
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
皆
さ

ん
が
納
得
す
る
根
拠
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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金
は
２
５
９
万
６
千
円
、
町

外
の
個
人
法
人
も
含
め
利
用

率
は
約
70
％
で
す
。

見
直
し
の
理
由
で
す
が
、

町
県
民
税
全
額
を
前
納
可
能

な
納
税
者
が
普
通
徴
収
対
象

者
に
限
ら
れ
、
給
与
所
得
者

の
う
ち
特
別
徴
収
対
象
者
は

利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

た
め
、
不
公
平
感
が
あ
り
ま

す
。近
隣
市
町
村
で
は
廃
止
、

ま
た
は
廃
止
を
検
討
し
て
い

る
状
況
で
す
。
県
下
で
現
在

の
と
こ
ろ
西
桂
町
、忍
野
村
、

山
中
湖
村
、
鳴
沢
村
、
甲
州

市
、
丹
波
山
村
が
支
給
し
て

お
り
、
山
梨
県
内
の
他
の
市

町
村
は
支
給
を
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

次
に
固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
前
納

額
が
予
め
定
め
た
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
前
納
額
が
増

加
し
て
も
前
納
報
奨
金
の
金

額
が
増
え
な
い
よ
う
、
高
額

納
税
者
に
限
り
限
度
額
制
度

を
設
け
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
県
下
で
固
定
資
産
税

の
前
納
報
奨
金
制
度
を
実
施

し
て
い
る
の
は
16
市
町
村

で
、
多
く
の
市
町
村
が
限
度

額
を
決
め
て
お
り
、
西
桂
町

の
限
度
額
は
80
万
円
程
度
が

良
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問

町
県
民
税
の
前
納
報
奨

金
を
廃
止
し
固
定
資
産
税
は

限
度
額
を
設
け
、
い
つ
か
ら

適
用
す
る
の
で
す
か
。

前
納
報
奨
金
の
見
直
し
は

26
年
度
課
税
か
ら
実
施

税
務
住
民
課
長

固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
５

月
よ
り
、
町
県
民
税
に
つ
い

て
は
平
成
26
年
の
６
月
か
ら

の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

実
施
す
る
に
は
、
い
つ

ま
で
に
決
め
て
ほ
し
い
の
で

す
か
。

税
務
住
民
課
長

最
終
は
平

成
25
年
12
月
定
例
議
会
ま
で

に
は
諮
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

意
見

根
拠
を
も
っ
て
、
固

定
資
産
税
前
納
報
奨
金
の
限

度
額
を
示
し
て
も
ら
い
た

い
。
西
桂
町
は
80
万
円
と
し

た
い
と
漠
然
と
提
示
す
る
の

で
は
な
く
、
線
引
き
は
公
平

性
の
面
か
ら
も
納
得
で
き
る

程
度
に
な
る
よ
う
お
願
い
を

し
ま
す
。

税
務
住
民
課
長
概
要
説
明

町
県
民
税
に
つ
い
て
は
前

納
報
奨
金
を
廃
止
し
、
固
定

資
産
税
の
前
納
報
奨
金
に
つ

い
て
は
限
度
額
を
設
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ

も
条
例
の
改
正
が
必
要
で
す
。

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
納

税
額
に
一
定
の
係
数
を
か
け

て
算
出
し
ま
す
。
平
成
24
年

度
の
実
績
は
、
町
県
民
税
の

報
奨
金
は
61
万
２
千
円
、
利

用
者
比
率
14
・
２
％
、
普
通

徴
収
の
方
の
み
適
用
で
特
別

徴
収
の
方
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。
固
定
資
産
税
の
報
奨

平
成
25
年
６
月
定
例
会
・
総
務
委
員
会
事
務
調
査

本件については、税の公平性の観点から町県
民税の前納報奨金は、廃止の方向に進んでいる
ことを確認しました。固定資産税の前納報奨金
制度は誰でも利用できる制度であり残してい
く方向であることを確認しました。報奨金の限
度額の設定に関しては、納得できる金額になる
よう根拠をもって提案するよう執行機関にお
願いするものであります。

２、平成24年度固定資産税前納奨励金支出実績（前納利用率６９.５％）

１、町県民税前納報奨金支出実績
前納報奨金 前 納 者年  度

平成２４年度
平成２３年度
平成２２年度
平成２１年度

６１２千円
６４４千円
６４３千円
７２７千円

利用率（納税者全体） 利用率（普通徴収のみ）
２７０人
２９６人
３０６人
３６７人

１４.２％
１５.９％
１６.６％
１７.４％

４９.０％
５１.７％
５２.９％
５２.０％

前 納 者 納税完納者１人当たりの納税額
50万円未満
50万円～100万円未満
100万円以上

合  計

１,２４８人
２２人
１３人

１,２８３人

納税合計額 前納報奨金合計
１,７９７人

３０人
２０人

１,８４７人

78,866,000円
14,767,400円
22,180,100円

115,813,500円

1,764,710円
332,090円
498,950円

2,595,750円

調査事項：前納報奨金制度の見直し

調査結果：町県民税は廃止、固定資産税は
限度額を設けることを確認

意
見

現
実
的
に
は
増
税
に

な
り
ま
す
。
住
民
に
対
し
十

分
な
説
明
責
任
を
果
た
し
て

下
さ
い
。
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６
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一 般 質 問

問

答

老人ホームの建設は
次期計画で検討したい

１
、現
在
、西
桂
町

に
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
待
機
者
が
何
人
く
ら

い
い
ま
す
か
。２
、そ
の
人
達

へ
の
配
慮
は
ど
の
様
に
町
で

は
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

３
、
増
え
る
ば
か
り
の
高
齢

者
に
対
し
、
町
で
は
老
人
ホ

ー
ム
を
建
設
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。長

期
入
所
が
可
能

な
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
入
所
が
困
難
な
状

況
で
あ
り
、
施
設
へ
の
入
所

待
機
者
は
33
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
以
外
の
入
所
施
設

は
入
所
可
能
で
す
が
、
利
用

料
の
面
で
入
所
を
控
え
る
ケ

ー
ス
が
多
い
状
況
で
す
。

次
に
、
待
機
者
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
は
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
希
望
者
に
対
し
早
め
の
入

所
申
請
の
奨
励
を
行
い
、
短

期
入
所
や
訪
問
介
護
・
訪
問

看
護
等
を
上
手
に
組
み
合
わ

せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
在

宅
で
の
待
機
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
町
も
施
設
側
と

の
情
報
交
換
に
よ
り
、
常
に

状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
計

画
立
案
に
あ
た
り
、
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
把

握
等
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設

に
つ
い
て
、
現
状
で
は
県
指

定
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
増
設
は
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、設
置

可
能
な
施
設
と
し
て
市
町
村

長
の
指
定
権
限
と
な
っ
て
い

る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
入

所
型
施
設
の
み
で
す
が
、
入

所
型
の
施
設
を
造
る
こ
と
は
、

小
規
模
町
村
単
独
で
は
採
算

が
取
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、

設
置
は
難
し
い
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
３
カ
年
の
第
６
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
の
際
、

入
所
型
施
設
を
計
画
に
取
り

込
む
か
ど
う
か
判
断
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

福
祉
事
業
は
黒
字

を
考
え
る
よ
り
、

赤
字
で
も
良
い
の
で
、
住
み

良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、高

齢
者
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

入
所
施
設
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
調
査
・
検
討

に
入
り
、﹁
西
桂
町
老
人
保
健

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
懇
話
会
﹂に
諮
問
し
、

十
分
な
審
議
を
行
っ
て
い
た

だ
く
中
で
、
決
定
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
柿
園
地
区
の

町
有
地
１
０
０
０

坪
が
、放
置
状
態
で
あ
る
が
、

利
用
計
画
が
あ
る
の
で
す
か
。

柿
園
長
塚
地
区
の

町
有
地
に
つ
い
て

は
、
数
年
前
に
病
院
を
建
設

し
た
い
と
い
う
法
人
も
存
在

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
相
手

方
の
事
情
に
よ
り
、
土
地
の

賃
貸
契
約
は
解
除
さ
れ
た
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
、
他
の
医
療
機
関
や
町

外
の
企
業
か
ら
も
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
現

在
、
具
体
的
な
進
展
は
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
振
興
の
た
め

の
優
良
企
業
の
誘
致
は
、
非

常
に
有
効
な
方
策
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

よ
う
な
経
済
状
況
下
、
企
業

誘
致
も
実
現
が
難
し
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

町
有
地
の
有
効
利
用
は
、

今
後
も
、
県
の
産
業
集
積
推

進
課
な
ど
関
係
機
関
と
情
報

を
共
有
し
連
携
を
図
る
中
で
、

鋭
意
努
力
し
ま
す
。

瀧
口

瀧口幸男 議員 

町
長

町
長

柿園町有地の現況

瀧
口

瀧
口

町
長

問答
柿
園
町
有
地
有
効
利
用
は

現
状
で
は
困
難
、事
業
所

誘
致
に
向
け
努
力
し
た
い
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６
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質
問

一 般 質 問

問答

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
群
生
地
の
現
状
は

群
生
地
復
元
に
向
け
努
力
す
る

今
年
は
５
月
に
ク

マ
ガ
イ
ソ
ウ
群
生

地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
が
実
施
さ
れ
、

私
も
２
回
、
現
地
を
訪
ね
ま

し
た
。５
月
７
日
の
状
況
は
、

群
生
と
い
う
状
況
で
は
な
く
、

18
日
に
な
り
ま
す
と
ほ
と
ん

ど
の
花
は
し
お
れ
て
お
り
、

近
隣
・
県
外
か
ら
の
来
場
者

が﹁
残
念
で
す
﹂と
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。

群
生
環
境
を
作
っ
て
い
く

た
め
、
株
数
を
増
や
す
取
り

組
み
も
５
年
目
に
入
り
充
実

は
し
て
い
る
も
の
の
増
殖
方

法
は
手
探
り
の
状
態
と
思
わ

れ
ま
す
。
専
門
知
識
と
手
法

を
持
つ
指
導
者
か
ら
の
助
言

も
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
群
生
地
の

現
状
に
つ
い
て
、
現
場
で
現

実
に
現
物
を
見
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
３
ゲ
ン
主
義
と
原
理

原
則
を
踏
ま
え
た
２
原
主

義
、こ
の﹁
５
ゲ
ン
主
義
﹂で

明
確
に
し
、
的
確
な
観
光
振

興
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

観
光
Ｐ
Ｒ
期
間
の

５
月
１
日
か
ら
26

日
の
間
の
来
訪
者
数
は
、
１

千
41
人
を
数
え
ま
し
た
。

約
３
千
株
の
ク
マ
ガ
イ
ソ

ウ
の
増
殖
及
び
管
理
で
す

が
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
増
殖

等
に
関
す
る
取
り
組
み
は
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
１
年
目
は
倉
見
森
林
組

合
へ
、
２
年
目
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
い
た

し
ま
し
た
。
３
年
目
以
降
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
依
頼
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
は
福
島
県
に
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
交
流
を
持
つ

な
か
で
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の

適
正
環
境
等
の
生
殖
指
導
を

受
け
、
目
標
で
あ
る
群
生
地

と
認
め
ら
れ
る
よ
う
増
殖
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
復
元
は
、

第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
前

期
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た

観
光
資
源
の
整
備
事
業
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
繁
殖

区
域
内
を
群
生
地
と
呼
ぶ
の

に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
を
作
り

出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

５
ゲ
ン
主
義
で
言

う
問
題
や
課
題
と

は
、

①
群
生
状
態
に
な
い
こ
と
。

②
約
３
千
株
の
内
、
花
弁
が

付
い
て
い
る
株
が
６
０
０
か

ら
７
０
０
株
ぐ
ら
い
で
あ
る

こ
と
。

③
来
場
者
が
少
な
い
等
々
。

こ
れ
ら
を
洗
い
出
し
、
で

き
る
も
の
を
実
施
し
て
い
く
。

実
施
後
の
成
果
の
確
認
・
維

持
継
続
し
て
い
く
。
こ
の
様

な
し
く
み
作
り
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

私
が
見
学
し
た
時
に
１
年

目
、
２
年
目
の
管
理
手
法
は

間
違
い
で
あ
っ
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
見
学
者

説
明
用
標
準
書
を
作
成
し
て

説
明
内
容
が
ば
ら
つ
か
な
い

よ
う
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
は

長
い
時
間
を
掛
け

群
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
然
環
境
や
地
域
環

境
に
精
通
し
た
地
域
の
方
々

の
知
識
を
十
分
に
生
か
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
現

地
説
明
に
つ
い
て
は
、
専
門

性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
見
学
者
説
明
用
の
手

引
書
等
を
検
討
し
ま
す
。

藤
江

町
長

藤
江

町
長

クマガイソウ群生地の現況

藤江雅江 議員 
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問答

保
育
所
民
営
化
に
対
す
る
所
見
は

将
来
的
な
課
題
と
し
て
調
査
・
検
討

保
育
所
運
営
民
営

化
の
流
れ
は
市
町

村
財
政
の
悪
化
な
ど
を
理
由

に
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

当
町
に
は
町
立
保
育
所
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
西
桂
保

育
所
平
成
23
年
度
決
算
に
お

い
て
、
年
間
３
千
８
４
５
万

円
の
不
足
を
計
上
し
、
不
足

分
を
町
税
・
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
で
賄
っ
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
、

い
つ
ま
で
も
歳
出
が
上
回
る

よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
民

営
化
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

保
育
所
運
営
は
、

不
足
分
を
一
般
財

源
で
賄
っ
て
お
り
、
保
育
所

費
に
掛
か
る
国
の
地
方
交
付

税
額
に
つ
い
て
は
、
算
定
基

準
が
全
て
の
社
会
福
祉
費
の

一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
白

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成

23
年
度
の
社
会
福
祉
費
に
係

る
地
方
交
付
税
算
入
額
は
１

億
２
千
３
５
２
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
保
育

所
の
事
業
と
し
て
、
平
成
13

年
度
か
ら
延
長
保
育
を
実
施

し
、
現
在
78
名
が
利
用
し
て

お
り
、
１
か
月
の
利
用
料
は

１
千
５
０
０
円
と
低
額
な
利

用
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
個
々
の
子
ど
も
に

あ
っ
た
無
理
の
な
い
保
育
を

行
う
た
め
、
０
・
１
・
２
歳

児
の
保
育
を
専
門
的
に
行
う

﹁
つ
ぼ
み
園
﹂を
開
設
し
、現

在
33
名
の
未
満
児
が
入
所
し
、

近
年
の
出
生
率
の
低
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
利
用
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
の
目
標
の
中

の﹁
教
育
﹂で
は
、リ
ト
ミ
ッ

ク
を
30
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
子
ど
も
達
の

聴
覚
、
視
覚
、
臭
覚
、
触
覚
、

味
覚
の
五
感
の
感
性
を
豊
か

に
育
む
た
め
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
教
育
的
要
素
を
持
つ

事
業
で
あ
り
、
保
育
士
の
資

質
向
上
に
も
必
要
で
あ
る
た

め
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
西

桂
保
育
所
の
評
判
は
良
く
、

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
先
進
的
な

保
育
所
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
町
の
長
期
総
合
計
画
に

も
﹁
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
な
ど
、
民
間
活
力
に
よ
る

効
率
的
、
効
果
的
な
取
り
組

み
を
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の

保
育
所
の
あ
り
方
を
検
討
し

ま
す
﹂
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
員
ご
指
摘
の
民
間
活

力
の
導
入
も
含
め
て
調
査
・

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

民
営
化
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
、
ま
た
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
長

答
弁
の
中
に
あ
る
よ
う
に
、

延
長
保
育
・
未
満
児
保
育
・

リ
ト
ミ
ッ
ク
へ
の
取
組
等
、

西
桂
保
育
所
の
評
判
は
良
く
、

先
進
的
な
保
育
所
で
あ
る
と

い
う
町
長
の
自
己
分
析
に
は

一
町
民
と
し
て
も
安
堵
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

民
営
化
に
つ
い
て
総
合
的
に

勘
案
し
、
保
育
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る

こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

小
山

町
長

小
山

お泊まり保育、食事づくり

一 般 質 問
小山正則 議員 
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問

こ
の
施
設
名
は
。

川
村
さ
ん

﹁
親
子
ふ
れ
あ

い
の
森
﹂と
名
付
け
、下
暮
地

﹁
い
こ
い
の
森
公
園
﹂
横
の

斜
面
を
整
備
し
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
野
外
活
動
の
拠
点

と
し
て
楽
し
め
る
よ
う
命
名

し
ま
し
た
。

問

川
村
吉
則
さ
ん
、
祥
子

さ
ん
、
ご
夫
婦
で
施
設
を
作

っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

川
村
さ
ん

本
年
２
月
末
に

用
地
を
取
得
し
て
、
３
月
中

に
近
所
の
方
の
積
極
的
な
参

加
を
頂
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

雑
木
の
下
刈
り
等
環
境
の
整

備
を
し
ま
し
た
。

問

利
用
方
法
は
。

川
村
さ
ん

敷
地
の
一
部
約

８
０
０
坪
を
整
備
し
無
料
開

放
し
ま
す
。ご
一
報
の
上
、利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問

取
り
組
み
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
。

川
村
さ
ん

自
然
に
親
し
み

な
が
ら
野
営
活
動
、
特
に
テ

ン
ト
設
営
や
ハ
ン
ゴ
ウ
炊
飯

及
び
屋
外
で
の
自
然
観
察
、

川
遊
び
、
ハ
イ
キ
ン
グ
等
楽

し
め
る
場
の
提
供
を
し
た
い

な
と
考
え
、
以
前
か
ら
適
地

を
求
め
て
お
り
、
現
在
地
を

確
保
で
き
ま
し
た
の
で
整
備

を
い
た
し
ま
し
た
。

問

提
供
可
能
な
施
設
は
。

川
村
さ
ん

皆
さ
ん
と
お
話

し
て
い
る
茶
室
は
管
理
棟
で

原
則
と
し
て
開
放
は
し
ま
せ

ん
。
提
供
す
る
も
の
と
し
て

は
テ
ン
ト
設
営
約
５
か
所
、

か
ま
ど
２
か
所
、
こ
の
ほ
か

緑
陰
で
の
歌
や
ゲ
ー
ム
等
で

す
。野
外
で
す
の
で
、町
の
公

園
を
も
併
用
し
て
利
用
し
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問

住
民
に
望
む
こ
と
は
。

川
村
さ
ん

保
護
者
の
方
に

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
出
来
る

範
囲
で
野
外
活
動
に
ふ
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

町
に
望
む
こ
と
は
。

川
村
さ
ん

テ
ン
ト
は
、
個

人
で
購
入
は
大
変
で
す
の
で

生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
行

政
が
貸
し
出
し
用
と
し
て
確

保
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て

指
導
者
の
育
成
を
お
願
い
し

た
い
。又
、将
来
的
に
は
観
光

資
源
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

●  川村さん連絡先  ●
☎０５５５（２５）２１７９

６月７日議員研修開催
（議会改革と議会活性化について）
講師：山梨県町村議会議長会花輪次長

皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の
議会活動に反映させてまいりますので、積極的な
ご参加をお願いいたします。

親子ふれあいの森を
利用する児童

親子ふれあいの森を
利用する児童

川村さんご夫婦への取材にて川村さんご夫婦への取材にて

取材日：７月９日
藤江議員、井上議員

議会改革と議会活性化の議員研修
では、『議会とは？議員とは？』に
ついて学びました。
研修を受けて、多くの議員より、

『議会活性化のための特別委員会を
作って、将来的には議会基本条例の
制定に向けて、議会制度を勉強し、
あるいは議会運営を見直していく事
も考えていきたい。』との意見が出
されました。【藤江】
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その54

毎月 2回、ふれあいサロンにて活動しています

問

教
室
名
は
。

教
室
参
加
者

か
な
書
道
教

室
で
す
。

問

先
生
の
お
名
前
は
。

教
室
参
加
者

都
留
市
在
住

の
小
林
千
鶴
子
さ
ん
で
す
。

問

教
室
開
催
場
所
と
開
催

日
時
を
教
え
て
下
さ
い
。

小
林
さ
ん

三
ツ
峠
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
に
て
、毎
月
第
２
、

第
４
金
曜
日
、
午
前
10
時
よ

り
２
時
間
開
い
て
い
ま
す
。

問

教
室
内
容
は
。

小
林
さ
ん

か
な
を
中
心
に

漢
字
も
含
め
て
勉
強
し
て
い

ま
す
。

問

ど
の
よ
う
な
方
が
会
員

と
な
っ
て
い
て
、
会
員
数
は

ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

小
林
さ
ん

町
内
在
住
者
が

会
員
と
な
り
、
11
名
で
す
。

問

現
在
　
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
。

小
林
さ
ん

町
民
文
化
祭
に

作
品
出
展
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

問

作
品
の
選
定
は
。

小
林
さ
ん

私
の
方
で
行
っ

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、上
達
し

ま
し
た
の
で
全
員
の
方
が
出

展
し
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
文
化
祭

コミュニケーション広場コミュニケーション広場

　

か
な
書
道

　  

教
室

か
な
書
道

　  

教
室

か
な
書
道

　  

教
室

に
出
展
し
た
作
品
を
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
に
掲
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問

今
後
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

小
林
さ
ん

高
齢
の
参
加
者

が
多
く
、
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。ま
た
、全
国
か

ら
参
加
が
あ
る
市
川
大
門
で

開
催
さ
れ
る
大
門
碑
林
書
道

展
に
漢
字
の
作
品
を
出
展
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

問

町
民
に
望
む
こ
と
は
。

小
林
さ
ん

西
桂
町
民
の
方

は
努
力
家
で
す
。
こ
の
教
室

は
当
初
、
教
育
委
員
会
が
開

催
し
、
自
主
運
営
に
な
り
18

年
間
続
い
て
い
ま
す
。
最
初

か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

問

町
行
政
に
望
む
こ
と
は
。

小
林
さ
ん

こ
の
施
設
を
使

用
し
て
、
出
展
も
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
等
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

も
含
め
て
、
西
桂
町
は
良
い

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

教
室
参
加
者

新
し
い
参
加

者
の
募
集
を
行
い
た
い
の
で

広
報
等
で
周
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

取材日：６月 28日
藤江議員、井上議員

代表：小林千鶴子
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発行人／西桂町議会議長 槇田則夫    編集／西桂町議会広報編集委員会

町
民
の
皆
様
、
暑
中
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
議
会

広
報
誌
77
号
の
発
刊
に
あ
た

り
一
言
所
感
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
広
報
誌
の
編
集
、
校

正
は
議
会
広
報
編
集
委
員
５

名
及
び
、議
長
、議
会
事
務
局

長
を
加
え
た
７
名
に
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
議

会
内
で
活
動
し
て
い
る
内
容

を
あ
り
の
ま
ま
に
町
民
の
皆

様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を

﹁
基
本
的
な
理
念
﹂と
し
て
、

編
集
委
員
は
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
回
発
刊
さ
れ
る

77
号
に
は
、
６
月
定
例
会
の

議
決
内
容
、町
長
行
政
報
告
、

中
で
も
町
民
の
関
心
が
高

い
、教
員
住
宅
の
建
設
、議
会

中
継
放
映
等
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
議
会
広

報
誌
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

ご
意
見
等
お
よ
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
︹
小
山
︺

寝る

藤　江 お泊まり保育は。
保護者 子供が楽しみにしていたので

無事終わって良かったです。
藤　江 保育所への感想は。
保護者 子供を良く見てもらえて感謝

しています。
藤　江 お泊まり保育等西桂保育所の

特色は。
保育士 西桂保育所は 0 歳児から預
かっています。手間をおしまず保育
をすることに心がけており、手厚い
保育を受けた子供は立派な成人にな
ると思っています。お泊まり保育は
33年前から取り組んでおります。

前田さん親子

大木さん親子

お泊まり保育お泊まり保育 自分達で作った料理は
おいしいかな。


